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 グローバル通信                                  2025 / 9/ 2 

                            NO.155 

２０２５年夏休みを振り返って 模擬国連 

  いよいよ２学期が始まりましたが、充実した夏休みを過ごすことができたでしょうか？グローバ

ルな分野で活躍した生徒諸君のレポートをお届けします。まずは８月４日・５日に開催された第９

回全国中高教育模擬国連大会についてです。学期中の練習会では東京近郊の学校同士で集まること

が多いのですが、夏休み中の全国規模の開催となるこの大会は文字通り北から南まで１１２校から

約７５０名の生徒が参加しました。昨年までは高校生のみの大会でしたが、今年から各校１ペアに

限って中学生にも門戸が開かれることになりました。今年は「AI と軍事」というテーマで熱い議

論が交わされました。本校からエントリーした中３ペアが見事中学生議場で最優秀賞を獲得しまし

た。高校生議場でも２ペアが優秀賞を獲得しました。各ペアから原稿を寄せてもらいましたのでぜ

ひお目通し下さい。 

 

                ニュージーランド大使  中学３年 中川 侑志・竹村 是清 

 私たちは今大会で初開催となった中学生議場で最優秀賞を頂くことができました。 

 私たちが会議前に最も強く感じていたのは、初めての全国大会への不安でした。今回の大会では

初めて中学生議場が設けられ、大会のレベルや雰囲気を誰も知らない状況だったからです。 

 初日こそ自分たちの想定通りに議論を進めることができたのですが、二日目は僕たちの想定とは

かけ離れた状況に陥り、絶望するような瞬間も

ありました。しかし、その中でも互いにその時々

でベストな行動をし、最終的に決議案提出とい

う理想の形で終えることができました。緊張と

不安の入り混じる中で迎えた受賞者発表の瞬

間、自分たちの担当国の名前が呼ばれたときに

は、思わず立ち上がり、達成感と安堵、そして

喜びが一気に込み上げてきました。 

 私たちは今回の会議を通して、自分たちが模

擬国連をする意味を再確認することができまし

た。中高生が国際課題について話し合うことの

意味を再確認することができました。 

 今回の会議を成功体験とだけ捉えるのではな

く、自分たちの今後の成長の糧にして努力を重

ねていこうと思います。 

 

 閉会式後に大会バナーの前で集合写真 
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                  パナマ大使   高校１年 長谷川 浩鷹・松尾 治輝  

 私たちは、中学一年の時から模擬国連でペアを組み、これまで校外の大会に参加して経験を積

んできました。今年、高校生になって初めて全国大会である「AJEMUN」に出場し、優秀賞をい

ただくことができました。 

 全国から多くの高校生が集まる大会では、さまざまな視点や意見に触れることができ、大きな

刺激を受けました。議論の場では、相手の意見を正しく理解し、自分たちの立場をはっきりと示

すこと、そして立場が異なる人と協力して合意点を見つけることが求められます。初めての全国

大会で緊張もありましたが、これまで二人で準備を重ねてきたことが成果につながったと思いま

す。 

 模擬国連は、一人ではできない活動です。ペアとしての協力はもちろん、他校の参加者と議論

を重ねる中で、多くの学びを得ることができました。今回の経験を通じて、自分たちがまだ成長

できる部分を実感するとともに、今後の挑戦へとつながる大きな一歩になったと感じています。 

 

                    アメリカ大使  高校２年 佐本 一樹・南部 航希     

  私たちは今年から新しくペアを組み、模索を重ねながら活動を続けてきました。その成果もあっ

て、この夏の AJEMUN（全国中高教育模擬国連大会）では、ありがたいことに優秀賞をいただく

ことができました。昨年と比べて確かな成長を実感できたため、今後の大会への大きな自信につな

がったとペア共々嬉しく思っています。 

  しかし、お互いにベストを尽くせた会議だったこともあり、最優秀賞に届かなかったことには悔

しさも残ります。この「ベストを尽くしてもなお届かなかった」という経験は、自分たちに足りな

い部分を明確に示してくれました。だからこそ今回の結果を挫折ではなく糧として受け止め、改善

を重ねて、冬の全国大会では心から納得できる成果を残したいと思います。 

  高校２年生の私たちにとって、おそらく今年が最後の模擬国連活動になるでしょう。その締めく

くりに「最高だった」と飾りなく言えるよう、これからも努力を惜しまず挑み続けていきます。 

 

２０２５年夏休みを振り返って AIG外交官プログラム 

  昨年１２月グローバル通信１４７号で AIG 外交官プログラムをご紹介しました。渡米プログラ

ム・日本プログラムの２つがあり、日米の高校生が寝食を共にし、様々なトピックについて議論

を深め、自国の文化を互いに紹介しながら交流する行事です。高校２年生の守田君が渡米プログ

ラムの選考を通過して７月１９日〜８月３日にアメリカへ行ってきました。こちらも原稿を寄せ

てもらいましたので来年以降参加を希望する生徒諸君はぜひ参考にしてみて下さい。 

 

                                高校２年 守田 叶佑 

 “Seize the wind!” これはこのプログラムのスローガンです。「身の回りに吹く風=成長の機

会」を逃さず掴みどんな風も自分の力に変えようという意味なのですが、まさにこのプログラム

での日々は“Seize the wind!”の連続でした。 

  渡米中は「高校生外交官」として国際的な問題をアメリカの高校生や国際機関の職員など様々

な価値観をもった人と議論する機会がたくさんあったのですが、その中で日本人を代表して意見

を発信する難しさや、もちろん英語で自分の意見を伝える難しさから発言を躊躇うことも多々あ

りました。しかし“Seize the wind!” のマインドをその都度思い出し、思い切って自分の殻を破

ることができました。 
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  またこのプログラムの醍醐味は「真の人間交流」ができるところにあると思っています。渡米

中、ほとんどの時間をアメリカ人のルームメイトと過ごしたのですが、彼とはお互いの全てを共

有しました。自分にとって自分の深いところまで他の人と共有し助け合う経験は彼とが初めてで

した。彼との「真の人間交流」を通して人との付き合いの重要性やその可能性に気づき自分の心

を大きく成長させることができました。 

  このような機会を下さり本当にありがとうございました。 

 

帰国前に空港で撮ったルームメイトとの写真       Flag Exchangeの様子。プログラムの最後にルームメイトと、 

                                               それぞれの国旗を交換しました。 

 

 

ユナイテッド・ワールド・カレッジ(UWC)説明会のお知らせ（現高１限定） 

 ユナイテッド・ワールド・カレッジ(UWC)とは世界各国から選抜・派遣された高校生を国際バカ

ロレア（IB）ディプロマ課程のカリキュラムに基づき教育し、国際感覚豊かな人材を養成するため

１９６２年に設立された民間の中等教育機関です。現在、英国、ドイツ、カナダ、イタリア、米国、

香港、ノルウェー、オランダなど１８カ国・地域に UWC カレッジが置かれています。この度、 

２０２６年度派遣生に関する説明会が開催されることとなったためお知らせします。 

 

説明会日時：９月２１日（日）１０時〜１２時３０分 

形式：ZOOM を用いたウェビナー形式 

申込：下記のウェブサイトから各自で申し込んで下さい（９月１６日まで）。 

   https://www.keidanren.or.jp/announce/2025/0806-UWC.html 

内容：１．UWC とは／UWC 日本協会の活動 

   ２．国際バカロレア（IB）とは 

   ３．2026 年度派遣生の選考 

   ４．カレッジ派遣に関する注意事項 

   ５．カレッジの紹介 

   ６．卒業後の進路 

 

https://www.keidanren.or.jp/announce/2025/0806-UWC.html
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応募資格などは以下の URL からご覧いただけます。 

https://www.keidanren.or.jp/japanese/profile/UWC/invitation2026.html 

 

現時点で公表されている選考日程は以下の通りです。 

一次選考：２０２５年１２月１４日（日）１３時４５分〜１６時 

場所：大手町サンケイプラザ３F ３０２・３０３号室 

 

二次選考：２０２６年２月１６日（月） 

場所：経団連会館 

  

＊このプログラムは高校２年の９月から現地に向かい２年間でUWCの卒業資格を取ることを前提

にしています。１年後に本校に復学する通常の留学とは大きく異なるものですので、各自の将来設

計を考え併せてくれぐれも慎重にご検討下さい。過去に本校からも何名かの生徒が見事選考を通過

し UWC で学んだという例がありますが、いずれも出発時点で本校には学籍を残さず退路を絶った

状態で旅立って行きました。 

 

TOEFL iBT 割引受験のお知らせ 

 海外大学を受験する際に自分の英語力を証明する物差しとして TOEFL か IELTS がよく使用さ

れます。今回 ETS Japan 合同会社より本校の生徒限定で TOEFL 通常受験料$195 の所を 10%オフ

で割引受験できるという案内をいただきました。今月末までが対象となりますので、うまくスケ

ジュールの合う人がいれば利用して下さい。クーポンの情報はここでは公開できないため希望者

にはチラシを差し上げますので２号館２階グローバル教育部の部屋までどうぞ。クーポンを受け

取っても記載情報を自校・他校を含めて友人と共有したり、SNS を通じての拡散は固く禁止され

ています。あくまでも自分自身の手元でのみ利用することを守って下さい。 

 ご参考までに留学するのにどれ位のスコアが必要となるのかが分かる資料を次ページに添付し

ます。 

 

試験の概要 

Reading, Listening, Speaking, Writing の 4 セクション（各セクション 0~30 のスコア）試験が実施さ

れ合計 0~120 のスコアが出ます。１回の試験に約２時間を要します。 

 

２０２６年１月２１日より開始されるアップデート版の詳細情報が７月に公開されました。詳細

は以下の URL よりご覧下さい。 

https://www.toefl-ibt.jp/release/20250708/ 

 

 

https://www.keidanren.or.jp/japanese/profile/UWC/invitation2026.html
https://www.toefl-ibt.jp/release/20250708/
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 今号は以上となります。９月からもしばらく暑い日が続きそうですが、２学期も皆さんの知的

好奇心を刺激するような記事をお届けしていきたいと思います。 

 前号１５４号でご紹介した高２限定のアスペンジュニアセミナーの校内エントリーは９月５日

（金）午前８時が締め切りです。A４用紙に必要なことを記載した上でグローバル教育部に申し

出て下さい。 

 


